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プラズマの形状を保つ安定化板
の支持脚を取付ける作業が進行中

JT-60SAのX ITER JapanのX

（国）量子科学技術研究開発機構（QST）

・詳しくは
日本調達の超伝導トロイダル磁場コイル

ITERサイトにて、コールド試験に向けた準備

詳しくは

現在、安定化板の設置のために、支持脚全18本の内、9本を周方向に沿って
取り付け。容器内のコイルと併せて、プラズマの形状や位置を制御します。

東芝製の
超伝導コイル
（TF07）
を入れた

コールド試験用
クライオスタット
の蓋を閉止

コールド試験用施設

安定化板

並んでいる支持脚

https://x.com/iterjapan
https://x.com/NakaQst
https://www.qst.go.jp/site/jt60/progress.html
https://www.fusion.qst.go.jp/ITER/jada/page2_6_1.html
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